様式第５６号（第４８条関係）

緑化計画書
年　　月　　日　

　　（宛先）小樽市長

提出者　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　小樽の歴史と自然を生かしたまちづくり景観条例第６２条第１項の規定により、関係図書を添えて緑化に関する計画書を提出します。

	行為の種類
	□　新築　　　　□　開発行為

	行為の場所
	　小樽市

	敷地面積
	　　　　　　　　　　㎡


	延べ面積
	　　　　　　　　　　㎡

	新築又は開発行為

の工期
	　　　　　年　　　月　　　日　～　　　　　年　　　月　　　日

	緑化の工期
	　　　　　年　　　月　　　日　～　　　　　年　　　月　　　日

	緑化面積
	㎡　
	必要緑化面積
	㎡　


	※受付欄
	
	（注意）

　　１　※印の欄は、記載しないでください。

　　２　必要緑化面積の算定方法は、次のとおりです。

　　　　{敷地面積－（敷地面積×建ぺい率）}×３％


緑化面積の算定方法
　１．緑化面積

必要な緑化面積は、次の計算式によるものとする。

必要緑化面積 ＝ ｛敷地面積－（敷地面積×建ぺいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(　※),率)）｝×３％（緑化率）　

※建ぺい率は都市計画で定められた数値とする。ただし、角地等の割り増しは行わない。

　２．緑化面積の算定

緑化面積の算定にあたっては、次の(1)～(3)のいずれかの方法によるものとし、これらの面積を合算し、必要緑化面積を確保するものとする。なお、既存樹木等についても緑化面積に算入できるものとする。

（１）高木（Ｈ＝３．０ｍ以上）は１０㎡／本として換算する。

（２）低木（Ｈ＝０．３ｍ以上）は１㎡／本として換算する。

（３）張り芝、吹き付け芝、その他の地被植物（草花含む。）は、１㎡／㎡として換算。
　　　

　３．管理

宅地開発によって植栽された樹木等の管理（養生、冬囲い等）については、分譲されるまでの間は、開発行為者にて行うものとする。

法人その他の団体にあっては、主たる


事務所の所在地、名称及び代表者の職・氏名








